
玉川上水に平右衛門橋が架かりました玉川上水に平右衛門橋が架かりました
国史跡玉川上水に架かる小金井公園前歩道橋をより安全な人道橋に架け
替える工事を行ってきましたが、７月末に完成し開通式が行われました。
橋名は、江戸時代に武蔵野新田の開発に尽力し、玉川上水堤にヤマザク
ラ並木をつくった、川崎平右衛門定孝（さだたか）の功績を永く後世に伝
えるため、平右衛門橋（市民公募による）と名付けました。
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■問 生涯学習課 ℡ 042-387-9879・道路管理課 ℡ 042-387-9855

教育だより教育だより

叱られて育つ子供の心
ある冬の朝、保育園の教室で子供たちが行儀よく座って、

先生が読む紙芝居に見入っていました。突然、先生が教室の
後ろを指差して悲鳴を上げました。皆が振り返ると片隅のく
ずかごから炎が吹き出しています。それは先生が来る前のわ
ずかな時間に、いたずら坊主たちが教室の火鉢の火で燃やし
た折り紙の燃えカスを捨てたのが原因でした。
いたずら坊主たちは一人ずつ園長室に呼ばれました。「君は

どうしてこんなことをしたの」と言われたＳ君はふてぶてしく
「僕だけじゃないよ」と答えました。とたんに園長先生は鬼の
ように厳しい表情になって「ほかの人は関係ありません！」と
ぴしゃりとおっしゃったのです。その瞬間にＳ君は顔から火
が出るような恥ずかしい気持ちで一杯になりました。
Ｓ君はその後ずっと、そのときの気持ちを思い出すたびに

「みんながやっているから」と言って甘やかしたくなる自分を
戒めました。
「北風と太陽」という童話は、北風のような厳しさよりも太
陽のような温かさの方が人を動かす力があるという教訓を含
んだ話です。しかし時には北風のような厳しい叱責によって
こそ子供の心がよりたくましく育つ場面もあるのです。６０
年後のＳ君、すなわち今の私が言うのですから間違いありま
せん。

教育長　山本　修司

グローバル化社会に向けて

お正月の箱根駅伝に引き続き、地元小金井の野川駅伝では、

日本発祥である駅伝競技の「たすきを繋ぐ」という思いに胸を

打たれました。成人式では、貫井囃子を鑑賞し、伝統芸能の

素晴らしさを再認識いたしました。

世界は、グローバル化に拍車がかかっています。２０２０

年東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、「おもて

なし」に象徴されるホスピタリティの心は、グローバル化社会

のオアシスとなることでしょう。

DeSeCoプロジェクトによるキー・コンピテンシー（主要

能力）の一つとして、「多様な社会グループにおける人間関係

形成能力」が挙げられました。自己を確立しつつ、自分とは違

う他者を受け入れることが求められています。かつて、私が

ヨーロッパの十字路と呼ばれる国に在住していた折、様々な

人々が受け入れて下さいました。その懐の深さに幾度も助け

られました。

自分を大切にする自尊心は、他人を思いやる心に通じます。

自国の文化を理解し大切にすることは、異文化の理解や尊重

に繋がることと思います。小金井の教育が国際社会で生きる

力に繋がっていくことを信じております。

教育長職務代理者　鮎川　志津子
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市立小・中学校　児童・生徒表彰市立小・中学校　児童・生徒表彰

平成27年度も、市立小・中学校の児童・生徒が様々な分野で活躍し、すばらしい成果を収めました。2月18日、その中でも特に
優秀な成績を収めた団体・個人（敬称略）を表彰しました。

第一小学校

第一小学校

第二小学校

第四小学校

本町小学校

第一中学校

第一中学校

第一中学校

第一中学校

第一中学校

第一中学校

第二中学校

第二中学校

飯野　克樹

中野　真優

島田　麻央

大宮　拓朝

山田　夏歌

前川　　薫

竹中　真生

西口　大河

テニス部男子

テニス部女子

卓球部女子

西嶋　香菜

三浦　亜季

東京都少年少女学年別柔道選手権大
会　小学３年生　少年軽量の部　優勝
小学生・中学生全国空手道選手権大会
小学4年生女子　形の部　敢闘賞
AUTUMN KOBATON フィギュアスケート競技会
無級女子の部　第１位

東京都小学生科学展　優秀賞

ピティナ・ピアノコンペティション　
全国決勝大会　銀賞
全国中学校放送コンテスト決勝
アナウンス部門　優秀賞

関東中学校卓球競技大会　出場

全国中学校水泳競技大会　第８位

関東中学生テニス選手権大会
団体の部　出場
関東中学校新人テニス選手権大会
団体の部　ベスト１６
関東中学校選抜卓球大会
女子団体　出場
産経ジュニア書道コンクール
文部科学大臣奨励賞
全国中学生人権作文コンテスト
東京都大会　優秀賞

4 年

4 年

１年

６年

３年

３年

３年

３年

―

―

―

2 年

2 年

学校名 学年 氏名・団体名 表　彰　内　容

第二中学校

東中学校

東中学校

東中学校

緑中学校

緑中学校

緑中学校

緑中学校

緑中学校

緑中学校

緑中学校

緑中学校

南中学校

剣 道 部

水木　壮汰

柳　　美咲

生 徒 会

糸井　美稀

下村優理子

伊藤　智裕

西川　真央

風間　真実

中村倫太朗

水 泳 部

弦 楽 部

野 球 部

第１０ブロック中学校秋季剣道大会　
男子の部　優勝

全国選抜リトルリーグ野球大会　優勝

関東中学校水泳競技大会　出場

地域へのボランティア活動推進運動

三多摩交流戦空手道大会
中学生女子　形の部　優勝

関東中学校陸上競技大会　出場

多摩地区中学校水泳競技大会
男子200ｍ背泳ぎ　第１位
日本クラシック音楽コンクール
地区本選会　優秀賞
東京都三多摩空手道選手権大会
中学二年生女子　形の部　優勝
第１０ブロック中学校秋季剣道大会
2年生男子の部　第１位
多摩地区中学校水泳競技大会
男子400ｍ　メドレーリレー　第１位
「こども音楽コンクール」地区大会　
最優秀校
第１０ブロック中学校野球選手権大会
優勝

―

１年

3 年

―

１年

１年

１年

2 年

2 年

2 年

―

―

―

学校名 学年 氏名・団体名 表　彰　内　容

問 指導室 ℡ 042-387-9877

問 指導室 ℡ 042-387-9877

小金井市ではＩＣＴ（情報通信技術）を活用した授業に取り組んでいます小金井市ではＩＣＴ（情報通信技術）を活用した授業に取り組んでいます

東京都いじめ相談ホットライン
℡ ０３-５３３1-８2８８

～　自他の生命と人格を尊重し、礼儀正しく思いやりのある人　～
～　社会のルールを身につけ、社会貢献に努める人　～
～　自ら学び考え続ける、個性と想像力豊かな人　～

24時間
受 付

小金井市
教育目標

授業では教師が電子黒板や大型テレビを使って、学習に関係する様々
な写真や動画を提示したり、子供が端末を使って調べ学習を行い、それ
ぞれが考えたことを端末にまとめ、学級全員で共有したりするなど、ＩＣ
Ｔを活用した学習活動が行われています。
子供たちの「確かな学力」の育成のためには、子供にとって分かりやす

い授業を実現することが必要です。そのためにＩＣＴを活用した授業は、
一つの方法として効果が期待されています。
これまでの実証でも、ＩＣＴを活用した授業について、子供からは「楽

しく学習ができた」「分かりやすい」などの感想が多く聞かれ、教師から
は授業の中で「子供の意欲が高まった」「理解を高め、思考を深めたり、
広げたりすることができた」などの効果があったと報告されています。
平成２７年９月からは、小金井第一小学校、東小学校、東中学校の３校が東京都から「公立小中学校ＩＣＴ教育環境整備支援

事業」の指定を受け、学校教育におけるＩＣＴの活用についての研究に取り組んでいます。
これからも小金井市における効果的なＩＣＴを活用した授業について研究を進め、子供たちのより一層の学力向上につなげて

いきたいと思います。

2



読書感想文コンクール表彰式読書感想文コンクール表彰式

平成27年11月17日に市立小・中学校読書感想文コンクールの表彰式が行われました。今年度の応募総数は、1,791点でした。
この中から、最優秀賞に4人、優秀賞に11人の児童・生徒（敬称略）が選ばれました。受賞者の皆さんには、受賞の喜びや、本を
選んだ理由などを話していただきました。

第一小学校

第一小学校

緑小学校

南中学校

安 森　文 音

片 山　裕 貴

藤 田　咲 月

松 原　怜 之

2 年

３年

６年

2 年

学校名 学年 氏名

第一小学校

第二小学校

５台

５台

対象校 台数

第四小学校

東 小 学 校

５台

4 台

対象校 台数

前原小学校

本町小学校

５台

1 台

対象校 台数

緑 小 学 校

南 小 学 校

4 台

５台

対象校 台数

第二小学校

第三小学校

第四小学校

東 小 学 校

本町小学校

本町小学校

阿 部　真 幸

内立輪　菜　那

安　齋　さくら

髙 尾　優 太

澁　川　天真朗

相　田　俊太郎

１年

６年

５年

2 年

３年

4 年

学校名 学年 氏名

第一中学校

第一中学校

第二中学校

緑中学校

緑中学校

秋 山　望 実

高 橋　遥 希

三 浦　亜 季

糸 井　美 稀

杉 山　祐 樹

１年

2 年

2 年

１年

３年

学校名 学年 氏名

問 指導室 ℡ 042-387-9877

問 生涯学習課 ℡ 042-387-9879

成人の日記念行事が開催されました成人の日記念行事が開催されました

市立小学校の通学路に防犯カメラを設置します市立小学校の通学路に防犯カメラを設置します

平成2８年１月１１日(祝)小金井宮地楽器ホールにおいて成人の日記念
行事を実施しました。
今年度の対象者は平成７年４月２日から平成８年４月１日生まれの方で

１，２０２人でした。当日は市外の方も含めて６６７人の出席がありました。
今年度も新成人の有志等により構成された成人の日記念行事実行委員会

により、企画・進行を行いました。記念式典の中で、新成人の代表者による『新
成人の言葉』が読み上げられ、「人生の節目ごとに起きた大きな事件にぶつ
かりながらも、成人の日を迎えられたことに感謝し、立派な社会人になれ
るよう努力します。」という言葉が述べられていました。
式典後、小金井市の指定無形民俗文化財である貫井囃子の演技を披露し

ていただいたほか、ビデオメッセージの放映を行いました。さらに、新成
人の方が景品を選んだ抽選会では、番号が読み上げられるたびに大きな歓
声が上がり、和やかな式典を行うことができました。

電話相談　：042-384-2097・042-384-2508　（祝祭日を除く月曜日～土曜日）9時～ 16時30分
メール相談：kyouiku-soudan.koganei@jcom.home.ne.jp　（返信にお時間をいただきます。）

小金井市
教育相談

最優秀賞最優秀賞 優秀賞優秀賞

問 学務課 ℡ 042-387-9874

教育委員会では、学校、保護者、地域の皆様が行っている児童の見守り活動を補完し、市立小学校の通学路における児童の登
下校時の更なる安全確保を図るため、市立小学校８校の通学路に防犯カメラを設置します。
また、防犯カメラの設置・運用に関しては、「小金井市防犯カメラの設置及び運用に関する条例」に基づき、プライバシーの保

護に十分配慮するとともに、記録された映像を適切に管理します。
子供たちが安心して通学できるよう環境整備に取り組んでいきますので、ご理解・ご協力をお願いします。
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4 大豆インクを使用しています

古紙配合率100％再生紙を使用しています

小金井市教育委員会庶務課　〒184-8504　小金井市前原町3-41-15　℡042-387-9872編集発行

図書館の開館日、開館時間を拡大しました図書館の開館日、開館時間を拡大しました
図書館では平成２７年４月から西之台会館図書室、８月からは東分室（東センター内）の開館日・開館時間を以下のとおり変更

いたしました。この変更により、それぞれの年間開館時間数は約１．７倍に拡大されましたので、ぜひご利用ください。

西之台会館
図書室

東分室
（東センター内）

開館時間 平日
 土曜
 日曜
休館日

開館時間
休館日

13：00～17：00
10：00～12：00
13：00～17：00
毎週水曜日、第１金曜日、祝日
西之台会館休館日、年末年始等
10：00～17：00
毎週火曜日、第１金曜日
祝日、年末年始等

10：00～17：00

第２・４水曜日、祝日
西之台会館休館日、年末年始等
9：00～19：00
第１・３火曜日
年末年始等

問 図書館
℡ 042-

383-1138

教育委員会では、小金井由来で歴史的価値のある貴重な文書や写真を集めています。
ご家庭で廃棄する前に生涯学習課文化財係（℡042-387-9879）までご相談ください。

貴重な文化財収集へ
ご協力をお願いします

東センター（公民館東分館）
【所在地】 東町一丁目３９番１号
【電　話】 ０４２－３８４－４４２２
【開館時間】 午前９時～午後１０時
【休館日】 第一・三火曜日
 １２月２９日～１月３日

問 公民館 ℡ 042-383-1184

東センターにお越しください東センターにお越しください

平成２６年４月にオープンした貫井北センターに続き、平成２７年８月１日に東セン
ターも「ＮＰＯ法人市民の図書館・公民館こがねい」による事業委託が開始され、市民協働・
公民連携の下で市民自らが施設運営に参加して市と協働を図りながら地域に密着したサ
ービスを提供しています。
公民館東分館は市民協働による新たな企画運営が期待されております。ぜひご利用く

ださい。

ニュースポーツ出前教室ニュースポーツ出前教室

ニュースポーツとは、アメリカ合衆国において２０世紀後半以降に新しく考案・紹介されたスポーツ群です。日本では１９７
９年に用いられた和製英語で、軽スポーツ、やわらかいスポーツ、レクリエーションスポーツとも呼ばれます。ドッヂビーもニ
ュースポーツの一つで、小金井市では、平成２２年に「前原小学校５年生親子レクリエーション」で始めたのがきっかけで、そ
の後、各小学校で、スポーツ推進委員の指導のもと体育授業の中で行われるようになりました。今年度は、１０月の南小学校で
開催したのを皮切りに、２月まで行う予定です。ドッヂビーとは簡単に言うと、ドッヂボールのボールの代わりに柔らかいフリ
スビーを投げて相手に当てて競うゲームです。ナイロン製なので当たっても痛くはありません。とても安全なのが特長です。
子供たちの中には初体験の子もいて、初めは中々うまく投げることがで

きないこともありましたが、基礎練習を行い、ゲームを通して段々とうま
く投げることができるようになりました。また、第四小学校では学校公開
の授業で行ったため、保護者の方も一緒になってゲームを行い、交流しま
した。ゲームも白熱し、子供たちの表情もいつしか真剣になっていること
に感動を覚えました。
今年度からは特別支援学級での開催も予定していて、来るべき２０２０

年の東京オリンピックへ向けて、子供たちのスポーツへの関心、情熱を盛
り上げていきたいと考えています。

問 生涯学習課 ℡ 042-386-2462

⇒⇒

⇒⇒

⇒⇒

⇒⇒

変更前変更前 変更後変更後


